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大同硝子興業株式会社（北摂支部） 

 

今回は西日本プラスチック北摂支部会の大同硝子興業株式会社 代表取締役社長 

鈴木 聡 様 を訪ねました。 

 

  

 

当社は昭和 20年に祖父が当時勤務していた

会社の社長の助言により、祖父を含めた 4名

で起業したと聞いています。大同硝子興業と

いう社名は、大きな志を持った同志で、硝子

製品の問屋業として会社を興したことに由来

しています。昭和 30年頃、問屋業では今後生

き残るのが厳しいと祖父が判断し、ちょうど

その頃、アメリカでプラスチックという素材が出始めた時期でもあり、3年間の試作期

間を経て、昭和 33年にプラスチック製造事業に本格的に乗り出しました。 

最初は大阪市城東区にブロー工場を建設し、照明器具（デスクスタンドの傘）を製

造していました。昭和 42年には大阪の守口市に工場を新設、全自動大型ブロー成形機

を導入し、中空成形の大型生産と射出成形の充実と強化を図り、食品用容器等の製造

も開始いたしました。 

昭和 54年には京都府久御山町に京都工場を建設し、平成 6年には同敷地内に京都第

2工場を建設いたしました。 

なお、本社は祖父の時代より現在の場所にあります。大阪の中心部の堂島に事務所

があるということで、当時は 1つのブランド戦略としてここに事務所を構えたと聞い

ています。 

本社住所 
大阪市北区西天満 2-6-8 

堂島ビルヂング 3F 

電話  06-6363-2261 

FAX 06-6365-8907 

京都工場住所 京都府久世郡久御山町佐山中道 26 

資本金  9,000万円 

創業 昭和 20年 

設置成形機 100t～220t 計 13台 

創業のきっかけ・沿革 

 

代表取締役社長  鈴木 聡  氏 

京都工場外観 



 

  

 

現在は、主に小学校で使用される教材関

連の製品や日用品、菓子の容器を中心に製

造しています。また、当社の事業を支援し

てくださっている協力工場では、自社工場

と同様の製品に加え、文具等の事務用品や

仕切り等を製造しています。 

当社の最大の強みは、数十年に亘り、OEM

中心に生産している中で培った２つのノウ

ハウです。1つ目は、お客様のご要望を正

確に把握し、そこに潜んでいる課題の洗い

出し、製品のディティールを取りまとめる

ノウハウです。2つ目は、自社工場と協力

工場のネットワークで形成された幅広い事

業領域による品質・納期そしてコストにお

けるベストな提案を取りまとめるノウハウ

です。 

また、当社規模の会社としては珍しく、

営業スタッフが 7名います。当社の営業は、営業の割に成形に詳しいとお客様からの

声を聞くことがあります。原料価格や製造単価なども把握しているため、例えば営業

先で新規案件をいただいた場合も一度社内に持ち帰って製造担当と相談して返答する

のではなく、その場である程度話を進めることができ、お互いにとってスピーディー

な対応が可能です。こういった営業力もお客様からの信頼を勝ち取る強みの１つでは

ないかと考えています。 

 

 

 

 先ほど述べたように当社は OEM製品の製造を行っていますが、直接エンドユーザー

の顔が見えない分、従業員の中には「お客様＝取引先」という印象が強くなっている

ように感じています。作り手である当社だからこそ、もっとエンドユーザーである「購

入者・使用者」ひいては「社会」を意識したモノづくりを行っていく必要がある考え

ています。その思いから、「社会や人々に魅力ある商品を提供するメーカー」になると

いう2030年ビジョンを掲げました。エンドユーザーに喜ばれる商品作りだけでなく、

従業員にも自分たちで新たなモノを作り出す喜びを感じてもらえるような取り組み

を行っていきたいと考えています。 

 また、昨今コスト面が高騰しているため、効率的な生産体制の見直しを行っていま

す。効率化の追求によって、京都工場では 24 時間の稼働は繁忙期のみに行うなど変

主な製品・特長 

2030 年ビジョンへの取り組み 

主な製品写真（写真上）製造現場（写真下） 



わっては来ていますが、今後さらなる生産工程における自動化の推進、生産性の向上

を図っていくことが喫緊の課題となっています。 

 

 

 

 

 現在、全社を挙げて従業員育成の一環と

して小集団活動の推進に力を入れていま

す。一般的に会社ではベテランに対して、

若手は発言しづらく意見が通りにくいイメ

ージがあります。しかし、小集団活動を行

うことで、コミュニケーションが積極的に

とれるようになり、今では若手が提案した

ことをベテランがサポートする形になって

います。活動の幅も広がり安全衛生推進や

5S のプロジェクトに加え、CSV 活動・新商

品開発・工場環境改善などのプロジェクトが従業員主導で活動しています。今後もト

ップダウンではなく、従業員の自主性を大切にし、「仕事を楽しむ」という要素を忘れ

ないような社風づくりを目指していきたいと考えています。 

  

※ 会社を訪問して 

 従業員の社員教育にも力を入れており、協会の講習や成形機メーカーの研修に参加

する機会を増やし、資格取得支援や資格手当の拡充を行うことで従業員のモチベーシ

ョンにも変化が見えるようになったとお聞きしました。 

また、年 2 回経営説明会を実施し、会社方針や業績を全従業員に共有することで、 

個人目標の立て方にも変化がみられるようになったとお聞きしました。従業員の方、

一人一人の意識改革が進んでおり、2030年ビジョンの「社会や人々に魅力ある商品を

提供するメーカー」への取り組みは着実に進んでいると感じました。 

 

 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 大野・吉田 

 

※本記事記載の情報については、2023年 10月 17日現在のものとなります。 

 

掲載希望の方は 

事務局（06-6538-6100）までご連絡ください。 

従業員の意欲を伸ばす 

製造現場を支える社員の皆様 


